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　獅子ヶ滝周辺のボルダーについては、今までに獅子ヶ滝

及び一本杉峠登山口エリアを紹介したが、今回 A1 岩の

下流に面白そうなルーフボルダー（A2 岩）があったのでト

ライしてトポに下流ボルダーとして追加した。なお、一本杉

登山口エリアの B4、 B5 の未解決課題は U ・K 氏により登

られている。

　下記に紹介したボルダー群は、岩質はチャート、高さは 1
から 4m、課題はハングからスラブ系統まで多彩である。下

地は一部を除き安定している。シーズンは秋から冬、夏は

谷底なので湿気が高く、結露があり雨後の乾きも悪いと思

われる。

　それぞれへのアクセスは地図を参照。車利用で、毛呂か

ら阿諏訪地区方面へ入り、阿諏訪川に沿って林道を奥へ

進むと獅子ヶ滝用の駐車スペースがある。その先の一本杉

登山口エリアへはさらに林道を進む。入口に車止めが置いてあることがあるが特に入っても問題

ない。まもなく一本杉峠登山口があり、大きなカーブ南側に何台か駐車可能。

《課題紹介》

■獅子ヶ滝下流ボルダー

●A1 岩（仮称：獅子岩）＆A2 岩　　（トポ左：A1 岩　　右：A2 岩）

　A1 岩は、獅子ヶ滝の

駐車スペースから少し

下流の右岸にある高さ

4m 程の以前紹介した

チャートのボルダー。駐

車スペースから近く、道

路の対岸に見えアプ

ローチも容易である。下

地は石が飛び出ている

ので、マットを敷いた方

が無難。 谷底にあり薄暗い雰囲気で、夏や雨後は登れないことが多い。

　現在再び苔に覆われ自然に還っている。再度掃除をすれば遊べると思うが、何れにせよ上級者

には物足りないだろう。

　課題は川側のフェイスに 2 本、上流側の前傾フェイスに 2 本の、計 4 本。一応お薦めは赤ライン

（課題名：獅子舞）。右に移ってから落ちると斜面に飛び出た石に当たるので注意が必要。

　A2 岩は、A １岩の下流 100m 程のところにある川沿いのルーフ状ハング。掃除をしたらホールド

が続いていたのでリップトラヴァースの課題を設定した。赤ライン（課題名：ゆず号が行く）は、ハン

グ先端のガバはヒールをかけるので、すぐ横のホールドからスタート。最後は杉の木に抱き着いて

岩上に抜ける。



■一本杉峠登山口エリア

●B1＆B2 岩　（トポ左：B1 岩東面　中央：B1 岩北面　右：B2 岩）

　B1 岩は、難しい課題はないが、ホールドが多くいろいろとラインを変えて遊べる。下地も良く周

囲に木がなく明るいので雰囲気も良い。この岩は道路から見えるので既に他のボルダラーによりト

ライされた可能性がある。

　課題としてはトラヴァースラインが長く面白い。赤 b ラインはランジ気味に上のガバをとる。

　B2 岩は、B1 岩の上流側にある小さな岩。草付きの泥を落としてみたら意外とボルダーらしくなっ

た。赤ラインはヒールを使いガバを左上する。

●B3＆B4 岩＆B5 岩（トポ左：B3 岩　　中央：B4 岩　　右：B5 岩）

　駐車スペースから南側に沢の右岸の踏み跡を入って行くとゴルジュ状になる手前に大きなボル

ダーが 2 つ見える。沢は北に面しており、晴れていてもちょっと薄暗い雰囲気がある。

　B3 岩は、スラブの一枚岩で全体的には易しい。

　課題としては、右のカンテの赤とオレンジラインがそこそこ面白い。青ラインは左右のラインの

ホールドを使わないで登る限定ライン。

　B4 岩は、上流側にある 4m 程の左側が被ったフェイス。高さがあるので上部では難しさはないが

緊張する。下地はまずまず良いがクラッシュパッドは敷いた方が良い。

　ちなみに、ここから沢はゴルジュ状となっており、そのさらに奥の右岸に大きな洞窟がある。人が

何人も入れるもので特に遺跡のような感じはないのだが不思議な窟である。

　青ラインは、スタートで立ちこんだら少し右上し、あとはじわじわとフェイスを登る。

　赤ライン(課題名：柚子湯）は、小凹角のガバからスタートし、a(左）はそのまま左上する。核心は

凹角からアンダーをとる辺り。b（右）は凹角のフレーク状カチから右のクラックのガバに移る。

　白ラインは、上部は膨らんだフェイス上の小カチをとるところが核心。SD（黄緑）は U・K 氏により

初登されている。よって全体の核心は下部になっている。

　B5 岩は、B3 岩の上の沢横にある小さな岩。青ラインはスラブの縦ホールドを使って左足を上げ

る。SD は U・K 氏により初登された。さらに右のカンテの SD（黄）も同氏により課題ができている。



●C1＆C2 岩　（トポ左：C1 岩　　右：C2 岩）

　一本杉峠登山道を少し登

ると沢沿いに 3 つほどボル

ダーがある。

　C1 岩は、高さ 2m強の川

に面したフェイスで、中央と

右に課題があるが、左側も

課題ができそう。

　C2 岩は、沢の中の 1m強
の小さな岩で課題が 4 本あ

るがどれも易しい。

●C3 岩　　（トポ左：下流側　　中央：川側　　右：上流側）

　C1、C2 岩の少し下流にある 3m 程のちょっと大きめの岩で、苔だらけだったので大掃除をしたが

未だあまりきれいではない。

　課題は易しいものが多く左程面白い課題はできなかった。強いて言えば赤ラインが面白く、オレ

ンジラインから分かれたら、リップ上のレッジに上がらず、ガバも使用せず、ガバ右のフェイスだけ

で登る限定気味のライン。


